
１．効果
　マイティーチェッカーを入れて十分元が取れたと思っています。
　毎月のレセプト点検作業は約４５０枚を医師と事務長１人２～３時間で終わっています。
　査定ゼロが２回／年位あります。

２．成功の秘訣
Ｑ．「マイティーチェッカー」で成功した秘訣は？
　・医師と事務長のコミュニケーションが良かったこと。
　　マイティーチェッカーも１つの人格と考え、３者が協力し合って実施しています。
　・患者さん診察のたびに、マイティーチェッカーにかけ、レセプト内容を点検し、修正している
　　ため、月末の作業が非常に軽くなっています。

【クリニックの概要】
診療科目：内科、外科、消化器科、肛門科
院内設備：心電計、呼吸機能検査機器、レントゲン(胸・腹部)CR装置、上部消化管内視鏡、
　　　　　　カラードップラー超音波検査装置、動脈硬化測定装置(CAVI)
レセプト点検体制：　院長、事務長　　　　　　　　レセプト枚数：約４５０枚／月

１．きっかけ
Ｑ．レセプト点検ステム導入のきっかけは？
　平成１７年４月の開院時、レセプト点検の業務負荷を減らすため、レセプト点検システムも導入
　しようと思いました。電子カルテにレセプト点検機能があると思っていましが、機能が不十分で、
　別のシステムを導入することにしました。　開院時のレセプトは約５０枚／月。
Ｑ．「マイティーチェッカー」を知ったきっかけは？
　電子カルテWinメディカルのマクロスジャパン河本社長のご紹介です。

２．導入
Ｑ．「マイティーチェッカー」を選定された理由は？
　電子カルテ付属の他のもの２つと比較しました。
　マイティーチェッカの方がきめ細かい機能があったので選定しました。
Ｑ．導入当初の特別な作業負荷は？
　警告がたくさん出て困ったということはなかったです。警告は当たり前の内容でしたので、データ
　ベースの設定（チューンアップ）はしませんでした。警告を減らすための特別な作業負荷は生じま
　せんでした。　

３．運用
Ｑ．マイティーチェッカーを含むシステムの連携は？
　電子カルテからデータを得て、マイティーチェッカでチェックし、結果を電子カルテに返します。
Ｑ．毎月の具体的な使用手順は？
　患者さんごとに、医師は電子カルテからレセプトデータの入ったFDをマイティーチェッカーの
　システムにかけ、レセプト内容をチェックし、修正しています。その結果を電子カルテに反映
　しています。
　月に１回、月末に、事務長のチェックを行います。

　　この度、祐天寺たけまさクリニック様のご協力により、レセプト点検ソフト「Ｍｉｇｈｔｙ ＣｈｅｃｋｅｒⅡ」の
 　ご活用事例をご紹介することとなりました。皆様のご参考になれば幸いです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご協力いただいた方：　祐天寺たけまさクリニック院長　長　剛正氏
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４．その他
マイティーチェッカーの結果をオンラインで電子カルテに反映できると良いと思います。
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